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第一回日本放射線事故・災害医学会の開催に寄せて

第一回日本放射線事故・災害医学会の開催に当たり、ごあいさつを申し上げます。

本学会の前身である「放射線事故医療研究会」は、㈱ジェ一・シー・オーウラン

加工工場臨界事故に先立つ二年前の平成9年8月、「緊急時被ばく医療の現状、事故

事例および放射線障害、線量評価等の最新の知見を検討し、医療の面から原子力防災

対策のより良い実現に向かって提言を行うこと、また、それらを検証していくこと」

を目的に設立され、救急医学、集中治療医学、災害医学、放射線医学などの臨床嶺域、

放射線生物学、放射線物理学、疫学などの基礎医学嶺域のみならず、原子力工学や物

理学などの他嶺域の専門家も参加し、他に類例をみない多職種の横断組織として活動

をされてきました。

この間、研究会では、平成11年の㈱ジェ一・シー・オーウラン加工工場臨界事

故、平成16年の関西電力㈱美浜発電所3号機二次系配管破損事故、そして平成23

年の東京電力㈱福島第一原子力発電所事故といった重大な事故・災害に際し、その都

度、事故対応の検証、課題の抽出、提言等を行ってこられました。関係の皆さまのこ

れまでの御尽力に深く敬意を表します。

さて、現下の状況ですが、東京電力株式会社福島第一原子力発電所事故後にもたら

された環境汚染、とりわけそれが及ぼす人体への影響等に閑し、必ずしも十分な科学

的根拠に基づかない情報が住民の皆さまにいたずらに不安を生じさせることありま

した。政府としては一日も早い福島の再生・復興に向け、住民の皆さまの健康管理対

策、除染の推進、風評被害対策などに全力で取り組んでおりますが、残念ながら住民

の皆さまの放射線の影響に対する不安の解消には道半ばと言わざるを得ません。内閣

官房で福島の再生・復興を担当する立場として憂慮に堪えず、また、今後も一層の努

力を傾けていかなければならないと考えております。

こうした中、今般、被ばく医療という応用医療に深い知識と経験をお持ちの本学会

の会員の皆さまが、広く社会に対して正しい情報を提供し、建設的な提言をする場を

構築すべきとして研究会を発展・改組され、「日本放射線事故・災害医学会」を創設

されたことは極めて重要と考えています。

また、記念すべき第一回の学会が、我が国の被ばく医療発祥の地、広島で開催され

ることはとりわけ意義深いものであり、我が国の放射線事故・災害対策の一層の充実

強化に向け、一筋の光明となることと強く期待しております。総理官邸の原子力災害

専門家としても御尽力いただいている前川和彦代表理事をはじめとする関係の皆さ

まの益々の御活躍、本学会の大いなる発展を心から期待しております。
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